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晶粒に及ぼす力は，MP 材＞EP 材であった．MP 材のすべり発生
材の疲労き裂発生限界応力よりも高くなり，MP材の加工硬化の影
5. 室温大気中における MP材の平滑材の疲労限度は，曲率半径 R10～
切欠き材(最小部直径 d=9mm)の応力集中係数 Ktを用いて切欠き底
を算出し便宜的に推定される． 
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